≪相談支援事業所の取り組み≫
平成１９年度４月から最低月１回は福祉課（現、障がい福祉課）と４ヶ所の事業所が集まり、＜相談事業所連絡会＞として連携のための会議を開催してきています。

【平成１９年度】は主に以下のようなことを中心に行なってきました。
· 春日井市の相談支援体制をどう作っていくのか？
· それぞれが思う「相談」とは？実際の業務について。

· ケース対応について。

· 共通認識、相互理解のための意見交換。
· 自立支援協議会について。

これらを通して、４つの障害別になっていても、１次相談はどこでも受付け、必要
時にはその後を専門分野に紹介したり協働で連携を取りやすい関係作りができたと思います。日々の活動の中では、相談員自身の経験や知識不足もあり、うまく対処できることばかりではありませんが、そのような時は連絡会の中でケースの話をしたり、必要時には経験のある相談員に相談をすることで切り抜けたりと言うこともあります。連絡会の中では「コツコツと地盤を掘り起こして、耕して、種を蒔き、水をやりながら、地域を作っていく！」「相談支援が地域を変える！」と言う希望を持って取り組んでいます。

相談支援事業を始めてみて、社会資源や使える制度が少ないまま自立支援法に取り込まれた精神障害分野と、措置制度や支援費制度を経験し、使える制度も各種ある身体・知的の障害分野ではおのずと相談の中身も違っていることや、障害児と者の違いでも支援の仕方・視点の置き方が違うと感じています。まだ、ここがこう違うとはっきりと明文化することは難しいですし、またそれぞれ意味がありその善し悪しは判断が分かれるところだとは思います。これからさらに各分野と関係を持ち、お互いを知っていくことで、それぞれの良さや大切にするべきことが再確認でき、また他分野を見習うことなども出てきて、次に生かせるのではないかと思っています。
【平成２０年度】
昨年度の経験から、私たちの中で「他障害の理解をしたい」「相談支援とはいったい何？」「自分たちのスキルアップが必要」と言う声が上がっていました。自分たちが学びたいことなどを４事業所の中でアンケートを取り、＜事業所間研修＞という形で、研修・学習の場を企画し実施しています。
テーマは

· 相談支援員のセルフマネジメント
· 相談援助技術①　コミュニケーション

· 相談援助技術②　境界線を知る

· 障害特性について　１、精神障害　２、発達障害

· 親の会の歴史・地域特性（知的障害分野）
· 地域福祉制度
· 家族援助と権利擁護
今後は＜相談事業所連絡会＞の中に、この研修・学習の部分も盛り込みながら、各
事業所からぜひ知っておいて欲しい知識や情報の伝達や相互理解を進めていければと思っています。
　また、地域自立支援協議会について、さまざまな人たちに理解していただく必要があるため、平成２０年度相談支援初任者研修受講者を主な対象者とし、研修の課題達成とフォローアップの意味も兼ねて、春日井市自立支援協議会の今までの状況と課題等を認識するための学習会を相談事業所からの提案で実施し、２０名ほどの出席者がありました。















